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               審   査   の   要   旨 
 
本論文は、産業的な油性廃水の増加による環境破壊を防止するために、環境負荷の少ない2種
類のセルロース材料を用いたフィルタを試作した。特に再生セルロースのスポンジを作製し、空
孔の内壁にTOCNFを沈着させた場合は、100%近い油水分離効率を持つことを示した。この分離
機能について、水中でTOCNFフィルムに接触する油滴の接触角が非常に大きく超撥油性である
ことを示し、理論的に十分な検証ができた。以上から、本論文は、高い学術的価値を有し、博士
論文としてふさわしい内容であると判断される。 
令和元年7月25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その
結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認め
る。 
